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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が

拡
大
す
る
中
、
出
力
変
動
に
応
じ
て

柔
軟
に
充
電
、
放
電
が
可
能
な
調
整

機
能
を
果
た
す
こ
と
か
ら
蓄
電
池
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
テ
レ
ク
ト

（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
金
丸
直

幹
社
長
）
は
、
系
統
（
送
配
電
網
）

に
直
接
接
続
し
て
、
電
気
の
蓄
電
や

放
電
を
通
じ
た
売
電
が
可
能
な
系
統

用
蓄
電
池
の
導
入
を
ト
ー
タ
ル
で
支

援
。
物
流
・
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
ド
ラ
イ
ブ
デ
マ
ン
ド（
本
社
・

東
京
都
目
黒
区
、
杉
山
実
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

と
連
携
し
、
倉
庫
会
社
の
敷
地
内
の

空
き
地
に
系
統
用
蓄
電
池
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
に
並
ぶ
新

た
な
収
益
源
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。

再
エ
ネ
設
備
の
導
入
を

一
気
通
貫
で
サ
ポ
ー
ト

　

イ
ン
テ
レ
ク
ト
は
太
陽
光
発
電
を

中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
展
開
。
併
せ
て
不
動
産
事
業

や
建
設
事
業
も
手
掛
け
る
こ
と
で
、

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
な
ど
再
エ
ネ

関
連
設
備
の
設
置
を
、
企
画
開
発
か

ら
管
理
運
用
ま
で
一
気
通
貫
で
支
援

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
大
分
県

で
は
温
泉
を
活
用
し
た
地
熱
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
の
開
発
も
行
い
、
地
域
振

興
に
も
貢
献
。
ま
た
、
天
文
施
設
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
展
開
し
、

東
京
大
学
の
発
注
を
受
け
、
現
在
チ

リ
の
チ
ャ
ナ
ン
ト
ー
ル
山
に
世
界
最

高
標
高
の
望
遠
鏡
を
建
設
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
環
境

問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
太
陽
光
や
風
力
と
い

っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
天
候
や
時
間
帯
に
よ
っ
て

供
給
量
が
大
き
く
変
動
す
る
と

い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
蓄

電
池
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
発
電
し
た
電
力
を
溜
め
て

お
け
る
た
め
、
効
率
的
に
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で
き
、
政

府
も
蓄
電
池
の
導
入
を
後
押
し

し
て
い
る
。

余
剰
電
力
を
有
効
活
用
、

再
エ
ネ
導
入
拡
大
を
後
押
し

　

イ
ン
テ
レ
ク
ト
で
は
こ
れ
ま

で
、
企
業
が
保
有
す
る
遊
休
地

に
系
統
用
蓄
電
池
の
設
置
を
提

案
し
て
き
た
。
系
統
用
蓄
電
池

は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
じ
る
余

剰
電
力
を
蓄
え
、
発
電
量
が
少
な
い

時
間
帯
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
安
定

し
た
電
力
供
給
を
実
現
。
ま
た
、
電

力
市
場
を
通
じ
た
取
引
に
よ
り
、
日

中
の
電
力
価
格
が
安
い
時
間
帯
に
購

入
し
た
電
力
を
夕
方
な
ど
の
価
格
が

高
い
時
間
帯
に
売
る
こ
と
で
、
利
益

を
得
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　

系
統
用
蓄
電
池
の
設
置
に
は
、
少

な
く
と
も
約
２
０
０
坪
の
敷
地
が
必

要
で
あ
り
、
設
置
工
事
の
際
に
は
さ

ら
に
ク
レ
ー
ン
車
な
ど
を
置
く
た
め

の
作
業
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
条
件
を
勘

案
し
、
設
置
に
適
し
て
い
る
の
が
、

〝
倉
庫
〟
だ
。
倉
庫
は
ト
ラ
ッ
ク
が

出
入
り
す
る
た
め
、
も
と
も
と
搬
入

経
路
が
備
わ
っ
て
お
り
、
設
置
に
か

  新たな収益源として期待  

倉庫の空き地に
系統用蓄電池

系統用蓄電池（イメージ）

系統用蓄電池の導入フロー
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か
わ
る
制
約
が
少
な
い
駐
車
場
な
ど

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
系
統
用
蓄
電
池
事
業
を
太

陽
光
発
電
に
並
ぶ
新
た
な
収
益
源
と

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

倉
庫
会
社
が
系
統
用
電
池
を
設
置

す
る
際
に
は
、
イ
ン
テ
レ
ク
ト
が
企

画
開
発
か
ら
運
用
ま
で
を
ト
ー
タ
ル

で
支
援
。
ま
ず
、
法
律
や
条
例
、
搬

入
路
な
ど
を
踏
ま
え
た
用
地
の
選

定
、
導
入
計
画
の
作
成
を
実
施
。
そ

の
後
、
事
前
相
談
を
経
て
、
系
統
へ

の
接
続
が
可
能
か
を
検
討
し
、
接
続

が
可
能
な
場
合
、
機
器
の
調
達
と
設

置
工
事
を
行
う
。
蓄
電
所
の
運
用
と

蓄
電
電
力
の
売
買
を
担
う
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
ー
の
紹
介
も
行
い
、
運
転
開
始

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
イ
ン
テ
レ
ク

ト
が
請
け
負
う
。
な
お
、
市
街
化
調

整
区
域
で
は
所
定
の
条
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
設
置
で
き
な
い
。

　

イ
ン
テ
レ
ク
ト
営
業
部
担
当
部
長

の
伊
藤
達
雄
氏
は
「
系
統
用
蓄
電
池

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
余
剰
電
力
を
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

再
エ
ネ
導
入
に
不
可
欠
な
調
整
力
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
そ
の
も
の
の
導
入
拡
大
を
後

押
し
す
る
効
果
も
あ
る
」
と
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
効
果
を
説

明
。
加
え
て
、「
企
業
の
環
境
対
策

へ
の
イ
メ
ー
ジ
、
社
会
的
評
価
の
向

上
な
ど
も
期
待
で
き
る
」
と
系
統
用

蓄
電
池
事
業
に
参
加
す
る
社
会
的
意

義
を
強
調
し
た
。�

■
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